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生
き
て
帰
っ
て
き
て
！

小
正
月
に
こ
だ
わ
る

ん
で
し
た
。
感
激
で
す
」
と
梢
絵
さ
ん
。

軽
量
級
？
で
高
々
と
放
物
線
を
描
い
て

投
げ
ら
れ
た
槙
さ
ん
は
、「
か
な
り
飛
ん
で

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
下
で
妻
が
見
守
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
」
と
玲

子
さ
ん
を
見
つ
め
ま
す
。
す
か
さ
ず
「
生

き
て
帰
っ
て
き
て
良
か
っ
た
（
笑
）
」
と

玲
子
さ
ん
。

二
組
の
夫
婦
と
も
、
さ
ら
に
き
ず
な
が

深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

む
こ
投
げ
が
終
わ
る
と
、
次
は
６
０
０

年
の
伝
統
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
す
み
塗
り

で
す
。

薬
師
堂
の
対
角
に
あ
る
斜
面
に
高
さ
約

８
メ
ー
ト
ル
の
さ
い
の
神
が
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
参
加
者
は
福
袋
が
当
た
る
み
か
ん

ま
き
で
歓
声
を
あ
げ
た
後
、
さ
い
の
神
に

点
火
。
し
ば
ら
く
ご
利
益
の
あ
る
火
と
煙

に
あ
た
っ
て
、
わ
ら
の
炭
が
適
度
に
散
ら

ば
り
始
め
た
ら
本
番
。
両
手
で
炭
と
雪
を

混
ぜ
て
す
み
を
作
り
、
黒
々
と
し
た
た
る

手
の
ひ
ら
を
か
ざ
し
て
「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
だ
れ
彼
な
く
顔
に
す
み
を

塗
り
付
け
ま
す
。「
わ
ー
」「
き
ゃ
ー
」
の

歓
声
の
中
、
会
場
は
黒
い
顔
で
埋
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
地
元
の
人
も
嫁
さ
ん
も
む
こ

さ
ん
も
、
カ
メ
ラ
マ
ン
も
観
光
客
も
お
ま

わ
り
さ
ん
も
、
例
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
30

分
後
に
は
、
だ
れ
が
だ
れ
だ
か
わ
か
ら
な

い
ほ
ど
全
員
真
っ
黒
顔
。
笑
顔
の
白
い
歯

が
印
象
的
に
輝
き
ま
す
。
最
後
は
万
歳
で

締
め
て
解
散
。
あ
っ
さ
り
終
わ
る
の
も
、

奇
祭
な
ら
で
は
の
さ
わ
や
か
さ
で
す
。

祭
り
を
主
催
す

る
松
之
山
温
泉
組

合
組
合
長
の
柳
一

成
さ
ん
（
湯
本
・

40
歳
）
は
、「
雪
が

少
な
か
っ
た
の
で

心
配
で
し
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ

て
い
い
感
じ
で
開
催
で
き
ま
し
た
。
こ
の

行
事
は
温
泉
な
ら
で
は
の
も
の
。
す
み
塗

り
が
終
わ
っ
た
ら
ぜ
ひ
温
泉
で
す
み
を
流

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
（
笑
）」
と
満

足
そ
う
で
す
。

「
こ
ん
な
ば
か
ば
か
し
い
こ
と
を
や
っ

て
き
た
昔
の
人
を
尊
敬
し
ま
す
（
笑
）。
こ

れ
か
ら
も
、
小
正
月
行
事
は
小
正
月
、
15

日
に
こ
だ
わ
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
言
っ
て
、
柳
さ
ん

は
さ
ら
に
す
み
を
塗
る
人
を
つ
か
ま
え
に

行
き
ま
し
た
。

太
古
の
昔
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
小
正

月
行
事
。
法
律
改
正
で
２
０
０
０
年
か
ら

１
月
15
日
は
祝
日
で
は
な
く
な
り
ま
し
た

が
、「
小
正
月
行
事
は
小
正
月
に
」と
頑
固

に
伝
統
を
守
り
続
け
る
地
域
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
こ
だ
わ
り
こ
そ
、

次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
べ
き
精
神
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

各地で小正月行事が行われました。多くが

土・日曜日に催されていますが、曜日にかかわ

らず小正月（１月14日・15日）にこだわって

実施いるところもあります。由来や意義はそれ

ぞれいろいろありますが、文句なしに楽しい催

し、それが小正月行事。松之山温泉（湯本）で

行われるむこ投げ・すみ塗り（松之山温泉組合

主催）もその一つです。

３
０
０
年
の
伝
統
が
あ
る
と
い
わ
れ
る

む
こ
投
げ
は
、
ム
ラ
の
娘
を
よ
そ
に
嫁
に

取
ら
れ
た
腹
い
せ
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ

れ
、
も
と
も
と
天
水
越
集
落
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
冬
の
出
稼
ぎ
で

男
手
が
足
り
な
く
な
っ
た
な
ど
の
理
由
か

ら
、
40
年
ほ
ど
前
に
、
温
泉
旅
館
な
ど
に

従
事
す
る
人
が
多
く
男
手
の
あ
る
湯
本
集

落
に
引
き
継
が
れ
た
と
の
こ
と
。

１
月
15
日
b
午
後
２
時
過
ぎ
、
松
之
山

温
泉
街
の
奥
の
斜
面
は
約
４
０
０
人
の
人

で
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
急
な
つ
づ
ら
折
れ

生
き
て
帰
っ
て
き
て
！

小
正
月
に
こ
だ
わ
る

の
坂
道
を
、「
む
こ
さ
ん
」
が
集
落
の
人
た

ち
に
背
負
わ
れ
て
坂
の
上
の
薬
師
堂
ま
で

登
り
ま
す
。
堂
の
前
は
約
５
メ
ー
ト
ル
の

が
け
。
積
雪
は
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
。

ム
ラ
の
衆
に
か
つ
が
れ
た
む
こ
さ
ん
は

「
い
ち
に
の
さ
ん
！
」で
宙
に
舞
い
雪
の
斜

面
に
ま
っ
逆
さ
ま
。
雪
ま
み
れ
に
な
っ
て

転
が
り
落
ち
た
先
に
は
、
心
配
顔
で
待
つ

妻
の
姿
が
…
。

今
年
投
げ
ら
れ
た
む
こ
さ
ん
は
、
妻
の

梢
絵
さ
ん
（
25
歳
）
が
湯
本
に
ゆ
か
り
の

あ
る
燕
市
の
稲
村
雅
士
さ
ん
（
25
歳
）
と
、

妻
の
玲
子
さ
ん
（
30
歳
）
の
母
親
が
湯
本

出
身
の
埼
玉
県
秩
父
市
の
槙ま
き

暁あ
き

史ひ
と

さ
ん

（
30
歳
）。
２
人
と
も
８
組
の
応
募
者
の
中

か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

先
に
投
げ
ら
れ
た
稲
村
さ
ん
は
、「
重
い

の
で
投
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
心
配
で
し
た

が
、
投
げ
て
も
ら
え
て
最
高
で
す
」
（
表

紙
）
と
笑
い
ま
す
。
「
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本

当
に
当
事
者
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ここまでは
普通のさいの神

こ
う
や
っ
て
塗
る
ん
だ
よ

取材で引っ張りだこの槙夫妻
もはや何とも…

バ
ー
ジ
ン
ス
ノ
ー
を
転
が
り
落
ち
る
稲
村
雅
士
さ
ん

きれいに塗ってやるぜ…

すみもたっぷり塗ってもらいました
（稲村夫妻）

祭りが終わって…
格別の一杯

お務めご苦労様です

いささか緊張の面持ちで坂道をかつぎ
上げられる槙暁史さん（中央）

小
正
月
に
こ
だ
わ
る

生
き
て
帰
っ
て
き
て
！

参加してこそ取材が深まります
エフエムとおかまちパーソナリティーの
早見純子さん（左）と高野綾子さん
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宅地分譲中です！！
南台・美咲町・沖之原・千年ニュータウン 市及び市土地開発公社では、現在市内４か所で宅地を分譲しています。美咲町宅地は今

回新たに２次募集分として３区画を分譲します。

どの分譲地も、公共機関や医療・福祉施設に近い自然豊かで閑静な住宅地。Ｕターンや

Ｉターンをお考えの人にもおススメです。

詳しい内容は下記までお問い合わせください。

○千手温泉 

月見ケ原公園 
千手観音長徳寺 

千手郵便局 

妻有大橋 

十日町駅 

浅河原交差点 

調整池 

妻有ショッピング 
センター 

十日町橋 

市役所 

警察署 

信濃川 

至上越市 

市営住宅 

南台宅地  （南台）
美咲町宅地  （美咲町）

◆分譲価格　約892～924万円（下水道負担金含む）

◆募集期間　随時受け付け　午前８時30分～午後５時
15分（土・日曜日祝日除く）

◆分譲価格　約795～946万円（上下水道負担金含む）

◆募集期間　２月１日E午前８時30分～

２月28日D午後５時15分（土・日曜日祝日除く）

◆売却決定方法　申し込み順 ◆売却決定方法　抽選（３月１日E午後７時～ 川西支所）

◆申込方法　所定の申込書に必要事項を記入のうえ、住民票を添えて原則として本人が持参してください。

◆問合せ・申込先　　　　　　　　川西支所地域振興課　1７６８－４９５１（直通）

◆売却決定方法　　　　　　　　　　　　申　　し　　込　　み　　順

◆申込方法　所定の申込書に必要事項を記入のうえ、住
民票を添えて原則として本人が持参してください。

◆問合せ・申込先　財政課
1７５７－３１１１（内線224）

◆問合せ・申込先　松代支所建設課
1５９７－２２２２（直通）

ごみ集積所 
幹　線　道　路 

沖之原宅地  （小泉第３）

◆分譲価格　約730～865万円（下水道負担金含む）

◆募集期間　随時受け付け　午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日祝日除く）

緑  地 

◆
分
譲
区
画
数

16
（
総
区
画
数
21
）

◆
１
区
画
面
積

３
９
２
〜
４
２
１
㎡

◆分譲区画数
２（総区画数24）

◆１区画面積　313㎡

◆
分
譲
区
画
数
　
３
（
総
区
画
数
31
）

◆
１
区
画
面
積
　
３
０
３
〜
３
５
８
㎡

◆申込方法　印鑑持参のうえ、下記までお越しください。

千年ニュータウン  （千年）

◆分譲価格　約239～324万円（上下水道負担金含まない）

分譲時期 

未　定 

市営住宅ハイツちとせ 

◆分譲区画数　20（総区画数33）
◆１区画面積　396～539㎡

《位置図》《位置図》 《位置図》

宅地分譲中です！！
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次
に
該
当
す
る
人
は
、
市
・
県
民
税
の

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

①
営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
い

る
人

②
地
代
・
小
作
料
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

③
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や
年
金

以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
者
で
２
か
所
以
上
か
ら
給
与

の
支
払
い
を
受
け
た
人

⑤
扶
養
控
除
や
医
療
費
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
な
ど
、
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ

る
各
種
控
除
を
追
加
す
る
人

■
市
・
県
民
税
の
申
告
受
付

で
き
る
だ
け
各
地
区
の
該
当
日
に
お
い

■
申
告
相
談
会
場

■
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

■
所
得
税
の

確
定
申
告
は
税
務
署
へ

■
市
・
県
民
税
の
主
な
改
正
点

■
相
談
は

地
区
別
に
行
い
ま
す

申
告
相
談
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
十
日
町
地
域

十
日
町
税
務
署
庁
舎

●
川
西
地
域

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
中
里
・
松
代
・
松
之
山
地
域

各
支
所
庁
舎

■
申
告
書
は

事
前
配
布
し
ま
せ
ん

市
か
ら
は
市
・
県
民
税
申
告
書
は
事
前

に
配
布
し
ま
せ
ん
。
必
要
な
人
は
、
本
庁

税
務
課
市
民
税
係
も
し
く
は
各
支
所
市
民

生
活
課
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

で
く
だ
さ
い
。
地
区
相
談
日
以
外
の
日
に

も
申
告
相
談
は
行
い
ま
す
が
、
お
待
た
せ

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
混
雑
を
避
け
、

待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
に
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
・
県
民
税

所
得
税
の
申
告

①
給
与
や
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
②
事

業
所
得
の
収
入
や
必
要
経
費
が
わ
か
る
帳

簿
、
領
収
書
な
ど
③
社
会
保
険
庁
か
ら
送

ら
れ
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
④
社
会
保
険
料
な
ど

の
支
払
い
が
わ
か
る
書
類
⑤
生
命
保
険

料
・
損
害
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書
⑥

印
鑑
⑦
電
卓
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
⑧
申
告
者
本

人
の
預
貯
金
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

な
ど
。

※
書
類
な
ど
が
揃
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

申
告
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
社
会
保
険
料
は
所
得
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す

控
除
の
対
象
と
な
る

社
会
保
険
料
は
、
昨
年

１
年
間
に
納
め
た
介
護

保
険
料
・
国
民
健
康
保

険
税
・
国
民
年
金
保
険

料
な
ど
で
す
。
本
人
の

保
険
料
だ
け
で
な
く
、

申
告
者
が
家
族
の
た
め

に
納
め
た
場
合
も
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
中
に
納
め

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過

去
の
保
険
料
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の

は
19
年
６
月
分
か
ら
増
額
と
な
り
ま
す
。

◆
事
業
を
さ
れ
て
い
る
人
な
ど

市
・
県
民
税
は
19
年
６
月
分
か
ら
増
額

と
な
り
、
所
得
税
は
20
年
３
月
の
確
定

申
告
に
よ
り
減
額
と
な
り
ま
す
。

税
負
担
は
基
本
的
に
変
わ
り
ま
せ
ん

課
税
所
得
金
額
（
所
得
か
ら
控
除
を
引

い
た
も
の
）
が
２
０
０
万
円
以
下
の
人
の

市
・
県
民
税
の
税
率
は
５
％
か
ら
10
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
分
、
所
得
税

の
税
率
が
10

％
か
ら
５
％

に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ

り
、
市
・
県

民
税
と
所
得

税
を
合
わ
せ

た
税
負
担
は

変
わ
り
ま
せ

ん
。

市
・
県
民
税
の
所
得
割
の
税
率
が
一
律

10
％
と
な
り
ま
す
。
所
得
税
の
税
率
は
、

課
税
所
得
金
額
に
応
じ
て
現
在
の
４
段
階

か
ら
６
段
階
に
細
分
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
人
の
市
・
県

民
税
が
増
え
、
所
得
税
が
減
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税

源
の
移
し
替
え
な
の
で
、
市
・
県
民
税
と

所
得
税
を
合
わ
せ
た
税
負
担
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と

◆
所
得
税
を
給
料
や
年
金
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
て
い
る
人

所
得
税
は
通
常
19
年
１
月
以
降
の
源
泉

徴
収
分
か
ら
減
額
さ
れ
、
市
・
県
民
税

税
源
移
譲
が

始
ま
り
ま
し
た

市
・
県
民
税
と
所
得
税
の

税
率
が
変
わ
り
ま
す

次
に
該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ

た
人

り
、
19
年
度
は
本
来
納
め
る
べ
き
市
・
県

民
税
の
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
の

合
計
が
20
万
円
を
超
え
た
人

③
税
額
を
計
算
し
た
結
果
、
所
得
税
の
納

税
義
務
が
生
じ
た
人

④
次
の
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
と
税
金
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ア
、
医
療
費
控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
・
雑
損
控
除
な
ど
に
該
当
す
る
人

イ
、
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
人

控
除
を
受
け
る
に
は
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

●
税
率
の
変
更

市
・
県
民
税
の
所
得
割
の
税
率
が
一
律

10
％
に
な
り
ま
す
。

●
定
率
減
税
の
廃
止

景
気
対
策
の
た
め
に
税
負
担
の
軽
減
措

置
と
し
て
と
ら
れ
て
い
た
定
率
減
税
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。

●
昭
和
15
年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
の
減
額
措
置

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

以
下
の
人
に
つ
い
て
は
、
18
年
度
か
ら
非

課
税
措
置
廃
止
に
伴
う
減
額
の
措
置
が
あ

税源移譲による影響がでる時期

給与や年金から所
得税を源泉徴収さ
れている人

事業をされている
人など

所得税
減　額

19年1月～

20年3月～

市・県民税
減　額

19年6月～

19年6月～

開催月日

【
開
催
日
程
】

２月５日b

２月６日c
２月７日d

会　　　場

千手中央コミュニティセンター

クロス10 十日町

２月８日e 十日町市役所中里支所

２月９日f 十日町市役所松代支所

給与所得者又は公的年金等受給者で次に該当する人を
対象に説明会を実施します。

【開催時間】10:00～12:00 13:00～15:30
【対象者及びご持参いただく物】
①医療費控除の申告をする人
・医療費の領収書（18年の支払分に限る。）
②公的年金等受給者で還付申告をする人
・医療費、健康保険・年金等の掛金の領収書
・生命保険料・損害保険料等の証明書
③雑損失の繰越控除の申告をする人
・税務署から送付された申告書第４表
・平成17年分確定申告書の控

【お問合せ】 十日町税務署　1752-3181

《申告相談日程表》 ※受付時間は午前９時～午後４時です。※土・日曜日は申告相談を行いません。

会場

期日

16日f

19日b

20日c

21日d

22日e

23日f

26日b

27日c

28日d

１日e

２日f

５日b

６日c

７日d

８日e

９日f

12日b

13日c

14日d

15日e

千手・仙田

十日町

六箇・吉田

中　条

下　条

川　治

水　沢

地区相談日に来られなかった人

◎例年、この時期は大変に混み合います。

◎お待ちいただく時間が長くなることがあります。

鷹羽・白羽毛・程島
松
代
地
域
の
人
は
、
松
代
支
所
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
相
談
日
を
確
認
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

松之山１～６班

高道山・朴木沢・宮沢
市之越

松之山７～12班

東田尻・角間・葎沢 光間・新山・大荒戸

西田尻・西方・芋川新田
芋川・原町

水梨・小谷

倉俣・新里 兎口・下川手

地区相談日に

来られない人

重地・清田山・中里下山 上川手

土倉・倉下・小出・田代 湯　山

芋沢・新屋敷・宮中 天水越１～７班

本屋敷・堀之内 天水越８～13班

桂・小原・荒屋 天水島１～４班

田沢本村・東田沢 天水島５～８班

上野・橘

如来寺・豊里 湯　本

上　山 下布川

田　中 藤倉・上鰕池・下鰕池

干　溝 中尾・東川

山崎・桔梗原・通り山 藤原・曽根・新田

上之山・湯之島・田麦立
月池
中立山・坂中・豊田
北浦田

西之前・黒倉

地区指定なし

中 里 支 所 松代支所 松 之 山 支 所

２
　
　
月

３
　
　
　
　
月

▼
税
務
課
市
民
税
係

1
７
５
７
│
３
１
１
１

内
線
１
１
８

▼
川
西
支
所
市
民
生
活
課

1
７
６
８
│
４
９
５
６

お問合せ先

▼
中
里
支
所
市
民
生
活
課

1
７
６
３
│
２
５
０
７

▼
松
代
支
所
市
民
生
活
課

1
５
９
７
│
２
２
４
１

▼
松
之
山
支
所
市
民
生
活
課

1
５
９
６
│
３
１
５
２

税
源
移
譲
が

始
ま
り
ま
し
た

確定申告書の作成説明会のお知らせ

十日町会場
十日町税務署

川 西 会 場
千手中央コミュニティセンター
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『ホワイトミュージアム
キャンドル灯火』に
ご参加ください

カーニバルを間近でご覧になりませんか。ステージ近くに有料ゾー

ンをご用意しています。希望者は早めにお買い求めください。

音と光の一大スペクタクル

◆開催日時　２月17日g午後６時～７時30分

◆会　　場　城ケ丘ピュアランド特設会場

◆出 演 者　布施明、水森かおり、北山たけし、アルビレックスチア

リーダーズほか

◆プレイガイド クロス10、オプトニワノ、サウンドエース、ブックス

平沢、野上書店、共立観光、信栄観光、中央ツアー、市

役所本庁売店、ほっくほく何でも案内所、中央・水沢・

川治・吉田・中条・下条の各公民館、各支所内観光窓口、

十日町雪まつり事務局

◆申込み・問合せ　十日町雪まつり実行委員会事務局1757-3100

昨年の十日町雪まつりでは、震災や豪雪の際に

いただいた、すべての支援に対する感謝の気持ち

と、復興への願いをキャンドルにともす『明日へ

の灯火』に、多くの皆さんから参加していただき

ました。

この冬は、『ホワイトミュージアム・キャンド

ル灯火』への参加をお願いします。

玄関前や軒先の雪だるま、ミニほんやら洞、雪壁に掘った空洞などに家族の人数分のろうそくを灯しません

か。「それぞれの催しの連帯」「明日への希望」「春を待ちわびる気持ち」など市民共通の思いを表現しようと

いう取り組みです。

夕暮れとともに、希望に満ちた光の帯を市全体に広げましょう。

本
格
的
な
冬
の
訪
れ
と
と
も
に
、
市
内
各
地
で
は
魅
力
あ
ふ
れ
る

「
冬
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
か
ら
十
日
町
市
が
誇
る
各
地
域

の
催
し
を
「
ホ
ワ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
純
白
の
美
術
館
）
と
し
て
、

一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
よ
う
と
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
、
身
も
心
も
温
め
て
く
れ
る
、
身
近
な
「
冬

ま
つ
り
」
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

２月16日F・17日G・３月３日G・10日G・17日G
それぞれの日の夕暮れから約１時間の点灯にご協力をお願いします。

※くれぐれも火の取扱いにはご注意ください。

ろうそく
点灯日時

十日町雪まつりに開催する雪上運動会

「雪リンピック」の出場者を募集します。

◆日時：2月17日g午前10時～午後３時

◆会場：当間高原リゾートベルナティオ

◆参加費：無料

◆受付開始：1月29日b

◆種目：「ミニ雪像づくりコンテスト」

「○×クイズ」「雪ん子かけっこレース」

「10回記念大抽選会」など子どもからお

年寄りまで楽しめる10種目。

◆申込み・問合せ：雪リンピック実行委員

会（ベルナティオ内）1758－2752

第10回雪リンピックinあてま
出場者募集

十日町雪まつり雪上カーニバル
ゾーン券好評発売中！！

雪中レース「のっとれ！松代城」
出場戦士募集

松代
3
月
10
日
G
正
午

〜
11
日
A

午
後
３
時

会
場：

越
後
松
代
城
下

（
松
代
総
合
体
育
館

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

城下町から難関を乗り越えて松代城一番

乗りを競うレースの出場者を募集中。

●開催日＝３月11日a11時30分～●出場

資格＝出身国を問わず元服年齢（高校生以

上）の身体屈強な男女 ●参加費 ＝3,000円

●参加締切＝２月23日f（必着・先着400

名）●問合せ＝越後まつだい冬の陣実行委

員会（1597-2220）

「キャンドルア－ト」
ボランティアスタッフ募集

川西 3月３日G 午後２時

～４日A 正午

かわにし雪まつりがリニューアル

会場：仙田地区ほんやら村
（道の駅瀬替えの郷せんだ）

川西地域の皆さんが作る約2,300個の「キ

ャンドルホルダー」を仙田体験交流館の周

辺に飾り、雪と光の幻想的なアート空間を

創造します。ホルダー製作や、現地での飾

り付け、点火に協力してくれるスタッフを

募集中。

●問合せ＝かわにし雪まつり実行委員会

（1768-4951）

ピース to 
ピース第４

弾

十日町 ２月16日F 夕方

～18日A 午後３時

十日町雪まつり

３チーム同時に戦う雪上バレーボール大会の出場チームを募

集します。

●受付開始＝１月29日b ●開催日＝２月18日a

●会場＝十日町高校グラウンド　●参加費＝１チーム3,000円

●問合せ＝十日町雪まつり実行委員会事務局（1757-3100）

スノーキャンドル
設置・点火ボランティア

スタッフ募集

第19回雪原カーニバル
なかさと2007

中里 3月10日G
午前９時～午後９時

幻想的なスノーワールドへようこそ！

会場：なかさと清津スキー場（市之越）

詳しくは本紙11ページをご覧ください。

スキーカーニバル

松之山 3月18日A
午前10時～午後３時

第24回松之山温泉スキー場

会場：松之山温泉スキー場ちびっ子広場

●問合せ＝松之山観光協会（1596-3011）

雪上ちびっ子レスリング道場参加者募集
アニマル浜口さんの熱血指導を受けてみませんか。当日、小

学生先着20人を募集します。

●日時＝２月18日a午前９時15分～受付、９時30分開始

●会場＝高田町３丁目ひろば（セブンイレブン十日町高田店わ

き）●参加費＝無料

白い愛の
祭典

ツマリアンボール選手権大会出場チーム募集

※
少
雪
の
た
め
、
イ

ベ
ン
ト
内
容
・
会

場
に
変
更
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
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新春恒例の第83回東京箱根間往復大学駅伝大会

（箱根駅伝）が１月２日c～３日dに行われ、松代

地域出身の五十嵐真悟選手（城西大学３年）が２年

連続出場を果たしました。五十嵐選手は昨年と同じ

復路の第８区（平塚～戸塚間）に出場し21.5㎞を１

時間６分33秒で力走し、トップとわずか５秒差の２

位でタスキをつなぎました。惜しくも区間賞を逃し

ましたが、11位で受け取ったタスキを８位まで引き

上げる大健闘。今年は惜しくもシード権獲得はなら

なかった城西大学ですが、五十嵐選手の活躍は来年

のシード権獲得を期待させるものでした。五十嵐選

手は「昨年は同じ区間を４位で走りイメージが良く

つかめていたので、今年は区間賞を狙っていました。

シード権を得るため必死に

走りました。15㎞過ぎの遊

行寺の坂が一番きつかった

です。来年もまた走れるよ

う頑張りたいです」と感想

を話していました。

地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

秋
に
な
る
と
松
代
の

「
道
の
駅
・
ふ
る
さ
と
会

館
」
の
売
店
に
『
と
こ
わ

ら
び
』
と
名
札
の
つ
い
た

植
木
鉢
が
売
り
出
さ
れ
ま

す
が
、
人
気
が
あ
っ
て
す

ぐ
に
売
り
切
れ
に
な
り
ま

す
。
方
言
名
を
「
ト
コ
ワ

ラ
ビ
」
と
い
い
正
式
名
は

「
フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
（
冬
の
花
蕨
）」
と

い
う
ハ
ナ
ヤ
ス
リ
科
の
多
年
草
で
す
。
大

ま
か
に
は
シ
ダ
の
仲
間
で
、
９
月
こ
ろ
か

ら
新
芽
と
穂
を
立
て
ま
す
。
胞
子
を
飛
ば

す
穂
を
花
に
見
立
て
て
花
蕨
と
言
い
、
漢

名
を
陰
地
蕨
（
い
ん
ち
け
つ
）
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
次
の
句
が
詠
ま
れ
て
い

ま
す
。

「
ち
ょ
ぼ
ち
ょ
ぼ
と
丈
く
ら

べ
せ
ん
陰
地
蕨
　
紫
泉
」

こ
の
よ
う
に
、
群
生
ま
た

は
孤
生
し
て
は
豪
雪
に
耐
え

て
冬
を
越
し
、
地
上
部
は
７

月
こ
ろ
に
い
っ
た
ん
枯
れ
ま

す
が
、
９
月
こ
ろ
に
は
再
生

す
る
変
わ
っ
た
性
質
を
持
っ

て
い
ま
す
。
緑
の
少
な
い
冬

場
に
は
鉢
物
と
し
て
鑑
賞
用
に
採
取
さ
れ

た
り
売
ら
れ
た
り
す
る
の
で
、
年
々
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
作
り
や
、「
音
で
あ
そ
ぼ
う
」
と
ス

ト
ロ
ー
に
穴
を
開
け
た
笛
作
り
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
年
明
け
の
１
月
３
日

d
は
中
里
の
剣
道
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る

寒
稽
古
に
体
験
入
門
し
た
ほ
か
、
１
月
５

日
f
と
６
日
g
に
は
「
新
春
！
書
初
め
教

室
」
が
行
わ
れ
、
２
日
間
で
31
人
が
参
加
。

慣
れ
な
い
筆
を
手
に
持
ち
、
少
し
緊
張
し

な
が
ら
書
道
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
指
導
者
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
か
ら
一
筆
一

筆
、
筆
の
運
び
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
静

か
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
レ
ク
ダ
ン
ス
や
親
子
ス
キ
ー

教
室
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

中
里
地
域
子
ど
も
教
室

実
行
委
員
会
事
務
局

（
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

1
７
６
３
│
２
４
９
３

み
ん
な 

  

集
ま
れ
！ 

中
里
地
域
子
ど
も
教
室

中
里
地
域
子
ど
も
教
室

雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
の
キ
ャ
ン
ド
ル
設

置
・
点
火
に
は
多
く
の
人
の
協
力

が
必
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
込
め
て
い
っ
し
ょ
に
キ
ャ
ン
ド

ル
を
と
も
し
ま
し
ょ
う
！

ま
た
、
実
行
委
員
会
で
は
皆
さ

ん
の
協
賛
を
募
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
い
内
容
は
実
行
委
員
会
事
務
局

（
中
里
支
所
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

雪
原
を
照
ら
す
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
中
、

メ
モ
リ
ー
花
火
を
打
ち
上
げ
た
い
と
計
画

し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と

２
０
０
７
実
行
委
員
会
事
務
局

（
中
里
支
所
地
域
振
興
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
７
６
３
│
２
５
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
７
６
３
│
２
０
４
４

☆
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル

設
置
・
点
火
に
ご
協
力
を

│

協
賛
募
集
中

│

３
月
10
日
g
、
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー

場
で
、
春
を
呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト
「
雪
原
カ
ー

ニ
バ
ル
な
か
さ
と
２
０
０
７
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
現
在
、
開
催
に
向
け
て
市
民
有

志
に
よ
る
実
行
委
員
会
で
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
が
「
平
和
で
幸
せ
に
暮
ら

せ
ま
す
よ
う
に
」
「
記
憶
に
残
る
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
想
い
を
込
め
て
、

雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と
２
０
０
７

メ
モ
リ
ー
花
火
・
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

１
月
７
日
a
に
行
わ
れ
た
世
田
谷
区
新

年
子
ど
も
ま
つ
り
（
世
田
谷
区
教
育
委
員

会
主
催
）
に
、
今
年
も
松
代
か
ら
雪
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
世
田

谷
区
と
松
代
地
域
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
で
交
流
を
深
め
て
い
て
、
こ
の
雪
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
は
平
成
４
年
か
ら
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
年
は
少
雪
の
た
め
雪
を
運
べ
る
か
ど

う
か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
に
か
10

ｔ
ダ
ン
プ
３
台
分
の
雪
を
運
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
運
ば
れ
た
雪
を
使
い
、
区
職

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
を
借
り
て
、
区

役
所
中
庭
の
坂
道
に
幅
２
ｍ
、
長
さ
25
ｍ

の
滑
り
台
や
か
ま
く
ら
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
約
１
万
８
千
人
が
会
場
を

訪
れ
、
滑
り
台
に
は
１
０
０
人
を
超
す
長

い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
の
お
祭
り
広
場
で
は
、

松
代
物
産
展
が
開
か
れ
、
米
や
漬
物
な
ど

が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
も
ぐ
ら
汁

（
き
の
こ
の
ナ
ラ
タ
ケ
汁
）や
焼
き
も
ち
は

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
ま
つ
り
で
行
わ
れ
た
Ｐ
Ｒ
タ
イ

ム
で
は
松
代
中
学
校
の
生
徒
５
人
が
、
松

代
地
域
に
関
す
る
○
×
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、

最
後
ま
で
残
っ
た
人
た
ち
に
松
代
産
の
米

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
世
田

谷
区
の
小
・
中
学
生
の
父
親
有
志
に
よ
る

団
体
「
お
や
じ
の
会
」
が
、
「
越
後
ま
つ

だ
い
冬
の
陣
」
の
チ
ラ
シ
配
り
を
手
伝
う

な
ど
、
十
日
町
市
の
宣
伝
に
ひ
と
役
か
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

松
代
の
白
い
雪
と
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

中
里
地
域
子
ど
も
教
室
は
、
小
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
な
ど
に
学
年
の

違
う
子
と
遊
ん
だ
り
、
地
域
の
人
た
ち
と

交
流
し
た
り
す
る
機
会
を
積
極
的
に
作
る

こ
と
で
、
人
付
き
合
い
や
、
自
分
の
考
え

を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
力
な
ど
を
は
ぐ
く

ん
で
も
ら
お
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設 雪のすべり台が大人気

書き初めに挑戦！

フユノハナワラビ

新春の箱根路を力走

五十嵐真悟さん

ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
と
メ
モ
リ
ー
花
火
に
よ
る

幻
想
的
な
風
景



市報とおかまち『だんだん』平成19年1月25日号13 市報とおかまち『だんだん』平成19年1月25日号 12

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
、

高
倉
に
と
て
も
親
孝
行
な
若
者
が

母
親
と
住
ん
で
い
ま
し
た
。

年
の
瀬
も
迫
っ
た
あ
る
月
夜
の

晩
、
若
者
は
母
親
を
背
負
っ
て
深

山
に
分
け
入
り
、「
か
っ
母
、
か
ん

べ
ん
の
…
」
と
涙
を
ぽ
ろ
ぽ
ろ
流

し
が
ら
と
ぼ
と
ぼ
歩
い
て
い
ま
し

た
。
実
は
そ
の
こ
ろ
、「
年
寄
り
が

62
才
に
な
っ
た
ら
必
ず
山
の
木
の

又
に
は
さ
ん
で
捨
て
よ
」
と
い
う

殿
様
の
命
令
が
出
て
い
ま
し
た
。

命
令
に
は
逆
ら
う
こ
と
が
で
き
ず
、

ど
の
家
も
泣
く
泣
く
年
寄
り
を
捨

て
に
行
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
62
才

を
「
木
の
又
年
」
と
呼
び
、
だ
れ

も
が
そ
の
年
が
来
る
の
を
恐
れ
て

い
ま
し
た
。

若
者
は
、
木
の
又
年
に
な
っ
た

母
親
を
、
山
に
捨
て
に
行
く
と
こ

ろ
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

背
負
っ
た
母
親
は
嘆
き
悲
し
む
こ

と
も
な
く
、
黙
々
と
木
の
小
枝
を

折
っ
て
い
ま
し
た
。

「
か
っ
母
、
な
し
て
そ
っ
け
木

の
枝
を
へ
っ
ぽ
し
ょ
っ
て
ら
ん
だ

い
」
「
お
前
が
帰
り
道
に
迷
わ
ね

よ
に
、
目
印
に
し
て
ら
ん
だ
よ
」。

若
者
は
、
わ
ん
わ
ん
泣
き
な
が

ら
母
親
を
背
負
っ
た
ま
ま
家
に
帰

り
ま
し
た
。
こ
ん
な
や
さ
し
い
母

を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
母
親
を
家
の

床
下
に
隠
し
て
お
き
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
経
っ
た
あ
る
日
、
隣

国
か
ら
殿
様
に
難
題
が
吹
っ
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
「
一
つ
、
灰
で
ナ

ワ
を
な
う
こ
と
。
二
つ
、
ほ
ら
貝

の
曲
っ
た
穴
に
糸
を
通
す
こ
と
。

解
け
な
い
場
合
は
攻
め
滅
ぼ

す
！
」
と
い
う
も
の
で
す
。

殿
様
は
、
国
中
に
「
難
題
を
解

い
た
者
に
は
何
で
も
ほ
う
び
を
与

え
る
」
と
い
う
お
ふ
れ
を
出
し
ま

し
た
。
で
も
、
だ
れ
も
解
け
る
者

が
い
ま
せ
ん
。

お
ふ
れ
を
見
た
若
者
が
床
下
の

母
親
に
聞
い
て
み
る
と
、「
ナ
ワ
を

固
く
な
っ
て
そ
の
ま
ま
燃
せ
ば
ナ

ワ
の
形
の
灰
に
な
る
。
ア
リ
に
糸

を
つ
け
て
ほ
ら
貝
の
穴
に
入
れ
、

出
口
に
は
ち
み
つ
を
つ
け
て
お
け

ば
糸
は
通
る
」
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

若
者
が
早
速
殿
様
に
知
ら
せ
る

と
、殿
様
は「
た
い
し
た
も
ん
だ
！

何
で
も
ほ
う
び
を
と
ら
せ
る
」
と

言
い
ま
し
た
。
若
者
は
、「
実
は
難

題
を
解
い
た
の
は
木
の
又
年
を
迎

え
た
母
で
す
。
年
寄
り
の
知
恵
は

す
ご
い
で
す
」
と
、
母
親
を
捨
て

な
か
っ
た
こ
と
の
許
し
を
請
い
ま

し
た
。
間
も
な
く
殿
様
は
、「
木
の

又
年
に
な
っ
て
も
年
寄
り
を
捨
て

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
お
ふ
れ

を
出
し
ま
し
た
。

「
木
の
又
年
」の
巻

（
高
倉
）

村
山
朝
子
さ
ん
・
綱
翔
太
さ
ん
│
│
と
っ
て
も

明
る
く
て
に
ぎ
や
か
で
元
気
な
ク
ラ
ス
で
す
。

体
育
祭
や
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
団
結
力

が
つ
い
て
き
ま
し
た
。
３
年
間
を
通
し
て
修
学

旅
行
と
体
育
祭
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
高
校
生
。
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
、
勉
強
も
頑
張
り
た
い
で
す
。
後
輩
た
ち
に

は
、
明
る
く
い
い
友
だ
ち
関
係
を
作
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

小
宮
山
仁
先
生
│
│
明
る
く
て
裏
表
が
な
く
と

て
も
素
直
な
生
徒
た
ち
で
す
。
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
の
と
き
は
、
苦
労
し
な
が
ら
も
皆
で
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
た
し
、
自
分
た
ち
で
物
事
を

進
め
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

３
年
生
に
な
っ
て
心
身
と
も
に
成
長
し
ま
し
た

ね
。
進
学
し
た
ら
、
親
に
対
す
る
甘
え
を
な
く

し
、
自
分
で
自
分
の
生
活
を
管
理
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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たくましく清らかに、そして清廉にという思

いで決めた学級スローガンは「侍サーティファ

イブ　清くぶっとく　かっこよく」。３年生が

模範となって日常生活を見直そうと始めた無遅

刻連続記録は、現在107日を更新中です。学校

全体で基礎体力向上に励む下条中学校。昨年度

の全国体力テストのランキングでは、全国40

傑に選ばれました。

美
し
い
も
の
を
守
る

「
い
ま
の
日
本
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
美
し
い
集
落
、
風
景
が
残
っ
て

い
る
と
は
…
」
東
京
に
住
む
知
人
が

小
白
倉
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
で
す
。

昨
年
の
大
地
の
芸
術
祭
で
小
白
倉
を

知
り
、
そ
の
後
、
紅
葉
の
時
期
に
ス

ケ
ッ
チ
に
来
た
い
と
何
度
か
連
絡
を

も
ら
い
、
宿
泊
先
の
松
葉
荘
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
で
一
番
き
れ
い
な
時
期

に
来
市
。
今
度
は
雪
景
色
に
挑
戦
と

の
こ
と
で
、
松
葉
荘
さ
ん
と
相
談
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
小
白
倉
の

風
景
は
、
絵
の
仲
間
に
は
教
え
ず
に

自
分
だ
け
の
秘
密
に
し
て
お
き
た
い

と
の
こ
と
で
す
が
、
で
き
れ
ば
大
挙

し
て
松
葉
荘
を
ご
利
用
願
い
た
い
も

の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
あ
こ
が
れ
の
雪
景
色

も
、
住
む
も
の
に
と
っ
て
は
ほ
ど
ほ

ど
が
よ
い
。「
今
冬
は
、
除
雪
費
が
余

っ
て
い
い
で
す
ね
」
と
周
囲
か
ら
言

わ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
油
断
は
で

き
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
除
雪
費
は
平

均
的
な
冬
を
想
定
し
て
予
算
計
上
し

て
い
る
た
め
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
期
待
は
で
き
ま
せ
ん
。
い

よ
い
よ
平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
も

終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。
健
康
・
福

祉
・
教
育
と
い
っ
た
基
本
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
後
退
し
な
い
よ
う
優
先

的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
大
地
震
、
豪
雨
、
そ
し
て
２

年
続
き
の
豪
雪
な
ど
で
、
投
資
的
な

事
業
は
、
も
う
し
ば
ら
く
は
継
続
的

な
も
の
を
中
心
に
し
て
、
新
規
事
業

は
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
編

成
作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
新
市
の
ス
タ
ー
ト
は
、
決
し

て
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
新
市
総
合
計
画
を
基
本
に
持

続
的
な
発
展
を
見
据
え
な
が
ら
、
市

政
運
営
も
安
定
飛
行
に
移
る
年
に
し

た
い
も
の
で
す
。

こ
の
地
に
は
美
し
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。豊
か
な
水
と
緑
は
、

地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
と
密
接
不

可
分
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
日
本
を

代
表
す
る
美
、
そ
れ
は
着
物
で
す
。

里
山
そ
し
て
雪
景
色
な
ど
、
守
り
育

て
る
べ
き
美
し
い
も
の
を
数
え
な
が

ら
、
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

〈
十
九
〉
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設
ご
と
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
施
設

ご
と
に
調
査
対
象
の
ポ
イ
ン
ト
数
は
違
っ
て

き
ま
す
。

受
信
の
可
否
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｎ
・
Ｎ
Ｓ
Ｔ
・
Ｔ

ｅ
Ｎ
Ｙ
・
Ｕ
Ｘ
の
民
放
４
局
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総

合
・
教
育
の
全
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
対
し
、

①
良
好
に
受
信
②
ブ
ロ
ッ
ク
ノ
イ
ズ
や
画
面

フ
リ
ー
ズ
が
認
め
ら
れ
る
③
受
信
不
能
の
３

段
階
で
判
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
本
調
査
の
判
定
は
あ
く
ま
で
も

調
査
ポ
イ
ン
ト
に
お
け
る
も
の
な
の
で
、
各

家
庭
に
よ
っ
て
は
こ
の
判
定
が
適
合
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
共
聴
施
設
を
利
用
す
る
家

庭
に
は
、
嘱
託
員
を
通
じ
て
市
の
委
託
を
受

け
た
調
査
が
行
わ
れ
る
旨
連
絡
を
し
ま
し
た
。

冬
期
間
の
道
路
状
況
の
悪
い
中
で
の
調
査
に

な
り
ま
す
が
交
通
の
妨
げ
な
ど
に
な
ら
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

※
次
回
は
、
企
画
提
案
会
の
再
開
に
向
け
て
の
動
き

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
４
月
の
弥
彦
局
、
11
月
の

津
南
サ
テ
ラ
イ
ト
局
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始

を
受
け
、
調
査
車
両
に
よ
る
共
同
受
信
施
設

で
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
状
況
簡
易
測

定
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
期
間
は
３

月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

市
内
に
は
、
①
東
京
電
力
共
聴
施
設
（
25

施
設
）
②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
聴
施
設
（
31
施
設
）
③

公
共
補
助
設
置
共
聴
施
設
（
30
施
設
）
④
自

主
そ
の
他
共
聴
施
設
（
１
１
１
施
設
）
の
合

計
１
９
７
の
共
聴
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
①
と
②
は
そ
れ
ぞ
れ
東
京
電
力
と
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
調
査
を
実
施
す
る
予
定
な
の
で
、
市
で

は
③
と
④
を
対
象
に
し
た
１
４
１
施
設
の
調

査
を
行
い
ま
す
。

調
査
車
両
に
よ
る
調
査
ポ
イ
ン
ト
は
、
１

４
１
施
設
に
対
し
３
３
０
か
所
程
度
と
な
る

見
込
み
で
す
。
対
象
と
な
る
共
聴
施
設
は
、

市
街
地
か
ら
山
間
地
ま
で
広
範
囲
に
点
在
し
、

大
き
い
も
の
で
２
０
０
世
帯
以
上
、
小
さ
な

も
の
は
２
世
帯
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
電

波
の
送
信
範
囲
や
地
形
的
要
因
な
ど
、
各
施

◇
調
査
対
象
施
設

◇
調
査
ポ
イ
ン
ト
数

◇
３
段
階
の
受
信
可
否
判
定

◇
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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１月14日a、新水の神社境内で市の無形文化財に指定さ

れている小正月行事、ドウラクジン（道楽神）が行われまし

た。地域の代表３人が高さ４ｍの「ドウラクジン」に火を付

けると、ワラで作られた像は白煙に包まれながら燃えていき

ました。紙に描かれた像の顔が燃えた後、棒につけたノンビ

ロと呼ばれる五色

の紙を炎の熱風で

空に飛ばし、今年

の秋の実りを占い

ました。その後、

ハネッケェーシと

呼ばれる、山鳥の

羽根とウツギの木

で作られた羽根を

コシキで打つ伝統

行事が行われ、大

人も子どもも大喜

びで参加しました。

１
月
13
日
g
に
上
野
集
会
所
で
う
え
の
寄
席

楽
集
が
、
14
日
a
に
下
条
温
泉
み
よ
し
の
湯
で

初
笑
い
下
条
寄
席
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
演
は
両
会
場
と
も
五
街
道
雲
助
師
匠
と
初
音

家
左
吉
さ
ん
で
、
上
野
地
区
と
下
条
地
区
が
連

携
し
て
行
っ
た
も
の
。
江
戸
落
語
界
で
重
き
を

な
す
雲
助
師
匠
は
、
笑
い
中
心
の
古
典
落
語
で

爆
笑
を
誘
っ
た
後
、
ホ
ロ
リ
と
さ
せ
る
新
作
人

情
噺
も
披
露
し
、
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。
毎
年
参
加
し
て
い
る
と
い
う
70
代
の
男

性
は
、
「
こ
れ
と
箱
根
駅
伝
が
一
番
の
楽
し
み

な
ん
だ
て
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

豊作を祈る 新水のドウラクジン

今年も豊作を呼ぶ　奇祭バイトウ

笑
い
を
満
喫
　
寄
席
楽
集

若
木
迎
え
で
健
康
祈
願

tokamachi topics

1月4日e、市役所本町分庁舎に住民票や印鑑証明などの

発行コーナーが開設し、この日の始業とともに窓口の開所式

が行われました。１階の観光交流課内に設置された「分庁舎

住民票等発行コーナー」では、住民票や戸籍・除籍の証明書、

印鑑登録証明書、公的年金の現況届けの証明書などの各種証

明書の発行業務を行っています。発行業務は平日の午前８時

30分～午後５時15分。本町分庁舎は昨年10月、中心市街地

活性化の拠点施設として本町２丁目の商店街にオープンし、

市産業振興課や観光交流課のほか社会福祉協議会など６つの

団体が業務を行っています。

12
月
22
日
f
、
陸
上
自
衛
隊
高
田
駐
屯
地
で

第
85
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
及
び
県
予

選
会
の
自
衛
隊
支
援
に
関
す
る
協
定
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
市
か
ら
大
島
助
役
が
、

陸
上
自
衛
隊
か
ら
蛯
原
久
祐
１
等
陸
佐
が
出
席

し
、
今
季
行
わ
れ
る
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
を

含
め
た
４
競
技
会
へ
の
支
援
に
関
す
る
調
印
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
調
印
は
、
来
年
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
運
営

協
力
の
先
駆
け
と
な
る
も
の
で
、
今
後
、
各
種

大
会
に
お
い
て
会
場
設
営
や
コ
ー
ス
設
営
な
ど

で
自
衛
隊
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

分庁舎で証明書の発行スタート

ス
キ
ー
全
国
大
会
に
強
力
な
応
援

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

１月14日a、大白倉の小正月行事バイトウが行われました。水田

上の雪原に直径約10メートル、高さ・厚さともに約1.5メートルのド

ーナツ状の雪壁を作り、その上にケヤキの枝とわらで作った高さ約８

メートルの円すい形の堂が主役。中には大きないろりがあり、集落や

各地から駆けつけた人たち全員で飲み、語り、歌ってひとときを過ご

します。今年は、市内各地や首都圏の若者など約40人も参加し、天

神ばやしを何回も斉唱して盛り上がりました。午後８時30分、わら

をいろりに積み上げる独特の方法で中から火が付けられ、夜空を焦が

すぐれんの炎が舞い上がると、区長の大野喜教さん（72歳）の「今

年も豊作間違いなし」の声とともに、万歳の連呼がこだましました。

伝統の節季市 人気呼ぶマスコット「チンコロ」

1月10日d、15日b、20日g、25日eの４日間、諏訪町通りで「節

季市」が開かれました。通りには、竹細工や農産物、焼き物などを販

売する約50の露店が立ち並び、多くの買い物客でにぎわいました。

節季市は、シンコ（米の粉）細工の子犬の人形「チンコロ」がこの市

の呼び物だったことから「チンコロ市」とも呼ばれています。この節

季市にあわせてチンコロを製作した「社会福祉法人エンゼル妻有」は、

８年前に袋町の製作者から作り方の指導を受け、その技術を現代に伝

えています。４日前から準備を始め入所者やボランティア、職員の皆

さんが作ったイヌやネコ、干支など７種類約700個の色鮮やかなチン

コロは、通りを行く人の人気を集めていました。

１
月
14
日
a
、
森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
で
若
木

迎
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
若
木
迎
え
は
、
小
正

月
に
山
に
入
り
旧
年
中
の
感
謝
と
新
年
の
恵
み

の
祈
願
を
山
の
神
様
に
さ
さ
げ
る
伝
統
行
事
。

こ
の
日
、
松
口
集
落
の
お
年
寄
り
た
ち
が
カ
ン

ジ
キ
を
着
け
て
山
に
入
り
、
お
神
酒
や
も
ち
な

ど
を
供
え
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
観
光
客
も
参

加
し
て
山
か
ら
採
っ
て
き
た
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
枝

を
燃
や
し
、
火
や
煙
に
あ
た
っ
て
一
年
間
の
健

康
を
祈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
火
で
身
欠
き

ニ
シ
ン
を
焼
い
て
食
べ
た
り
、
お
神
酒
を
飲
ん

だ
り
し
て
伝
統
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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１月７日a、クロス10で平成19年十日町消防団出初め式

が行われ、市内５地域から消防団員361人と市長を始めとす

る消防関係者が集まりました。昨年、豪雪で式が中止になっ

たため、今回が合併後初の出初め式になります。式には昨年

７月に発足した十日町市消防団女性部11人も参加し、櫻澤秀

子部長の合図で整列。緊張した面持ちで服装や姿勢などの点

検を受けていました。櫻澤部長は「現在の消防団女性部の活

動は主に基礎訓練と火災予防のPR活動です。ここ数年、市

内の火災件数が増え続けているので、市民の皆さんにもっと

火の用心をPRしていきたいですね」と話しました。

消防団出初め式に女性部初参加

ホ
ウ
レ
ン
草
が
大
事
？

居
並
ぶ
市
の
幹
部
と
職
員
を
前
に
熱
弁
？
を

振
る
う
の
は
田
口
市
長
。
１
月
４
日
e
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
市
長
年
頭
訓
示
の
模
様

で
す
。
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
４
つ
の
支
所

に
も
同
時
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

「
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
高
齢
化
の
大
波

に
、
市
民
と
と
も
に
立
ち
向
か
お
う
」「
時
流

を
読
ん
で
か
じ
取
り
を
し
て
ほ
し
い
」「
総
合

計
画
を
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
熟
読
せ
よ
」
…
な
ど

が
骨
子
で
す
が
、
最
後
に
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を

大
事
に
！
」
と
強
調
し
ま
し
た
。「
農
業
特
産

品
」
の
こ
と
で
は
な
く
、「
報
告
・
連
絡
・
相

談
」
の
こ
と
で
す
。
念
の
た
め
。

34

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

農
家
の
ス
ー
パ
ー
お
母
さ
ん
が
、

地
場
産
農
産
物
の
手
作
り
加
工
を
教

え
ま
す
。
●
会
場
＝
Ｊ
Ａ
十
日
町
四

季
彩
館
エ
プ
ロ
ン
（
本
店
内
）
●
定

員
＝
先
着
20
人
●
講
師
＝
農
村
地
域

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
●
持
ち
物
＝
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
２
月
13
日
c
ま
で
に
、
農
林
課

農
業
企
画
係
（
内
線
２
４
６
）

【
手
作
り
味
噌
】

●
日
時
＝
２
月
24
日
g
午
前
９
時
〜

●
参
加
費
＝
２
、
５
０
０
円
※
み
そ

は
５
キ
ロ
持
帰
り

【
笹
団
子
づ
く
り
】

●
日
時
＝
３
月
16
日
f
午
前
９
時
〜

●
参
加
費
＝
２
、
０
０
０
円
※
団
子

は
20
個
程
度
持
帰
り

看
護
師
な
ど
の
養
成
施
設
に
在
学

す
る
人
に
対
し
、
無
利
息
で
修
学
資

金
を
貸
与
し
ま
す
。
●
対
象
者
＝
看

護
師
・
准
看
護
師
・
保
健
師
・
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
の
養
成
施
設

に
進
学
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
人
で
、

将
来
、
市
内
で
そ
の
業
務
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
人
（
市
教
育
委
員
会
の

奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
人
に
限
り

ま
す
）
●
貸
与
月
額
＝
２
５
、
０
０

０
円
●
提
出
書
類
＝
①
貸
与
申
請
書

②
成
績
証
明
書
③
健
康
診
断
書
④
保

証
人
に
な
る
人
の
保
証
書
●
申
込
み

締
切
り
＝
３
月
30
日
f
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
地
域
医
療
係

（
内
線
１
２
７
）

十
日
町
市
消
防
団
で
は
、
団
を
充

実
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
結
び
つ
き
を
深
め
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
19
年
度
の
女
性
消
防
団
員

を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
人
員
＝
若

干
名
●
応
募
資
格
＝
十
日
町
市
内
に

居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
60

歳
未
満
の
健
康
な
女
性
●
採
用
期
日

＝
４
月
１
日
●
募
集
期
間
＝
２
月
１

日
e
〜
２
月
28
日
d
●
応
募
方
法
＝

十
日
町
市
女
性
消
防
団
員
入
団
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
申

込
先
ま
で
提
出
（
申
込
書
は
消
防
本

部
、
各
分
署
、
分
遣
所
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
）
●
活
動
内
容
＝
①
各
種

行
事
へ
の
参
加
（
消
防
演
習
、
防
災

訓
練
、
出
初
式
な
ど
）
②
防
火
指
導

（
高
齢
者
宅
訪
問
・
防
火
広
報
・
火

災
予
防
運
動
へ
の
参
加
な
ど
）
③
救

急
講
習
の
普
及
活
動
●
処
遇
＝
①
報

酬
‥
年
間
一
定
額
の
報
酬
・
出
動
ご

と
に
費
用
弁
償
②
福
利
厚
生
‥
被

服
・
制
服
・
制
帽
な
ど
の
貸
与
・
公

務
災
害
補
償
制
度
、
福
祉
共
済
制
度
、

互
助
事
業
制
度
、
退
職
報
償
金
支
給

制
度
（
勤
続
５
年
以
上
）
な
ど
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
消
防

本
部
総
務
課
消
防
団
係
　
〒
９
４
８

―
０
０
３
６
十
日
町
市
北
新
田
１
番

地
10
（
1
７
５
７
―
１
５
５
６
‥
Ｆ

Ａ
Ｘ
７
５
７
―
８
４
９
９
）

19
年
４
月
１
日
採
用
の
施
設
長
を

募
集
し
ま
す
。
●
募
集
人
数
＝
１
人

●
応
募
資
格
＝
19
年
４
月
１
日
現
在

満
57
歳
〜
62
歳
で
福
祉
関
係
の
経
験

を
有
す
る
か
ま
た
は
同
等
以
上
の
能

力
を
有
し
、
施
設
を
適
切
に
管
理
運

営
す
る
能
力
が
あ
っ
て
採
用
条
件
を

満
た
す
人
●
採
用
条
件
＝
市
内
に
在

手
づ
く
り
み
そ
・

笹
だ
ん
ご
づ
く
り
講
習
会

●必要書類など

【免税軽油使用者証交付申請】（新規・有効期間更新）

①耕作面積証明書（市農業委員会で発行）②印鑑③免

税対象機械の販売証明書及びカタログ④商業登記簿謄

本（法人のみ）⑤免税軽油使用者証交付申請書⑥誓約書

（会場に配置）⑦申請手数料450円分（使用者新規叉

は更新登録１人につき）⑧手数料納付方法＝県収入証

紙（第四・北越・大光の各銀行、県信用組合、十日町

地域振興局売店で販売）で納付

※免税軽油使用者証は２年ごとに更新手続きが必要で

す

※平成19年10月31日まで有効な免税軽油使用者証の

交付を受けている人は当該申請は不要です

【免税証交付申請】①免税軽油使用者証②耕作面積証

明書③印鑑④免税証交付申請書（会場に配置）

●注意事項

①春耕分、秋耕分及び収穫分の免税証をまとめて交付

②免税対象機械を新規・変更登録する場合は、当該機

械の販売証明書（販売店で発行）とカタログを持参

●次の場合、免税証などを交付できないことがあります

①免税軽油使用者証・免税証の返納を命ぜられ、その

日から起算して２年を経過しない場合②国税または地

方税の滞納処分を受け、その滞納処分の日から起算し

て２年を経過しない場合③国税・地方税などに関する

法令の規定により一定以上の刑に処せられ、一定の期

間を経過しない場合など④「免税軽油の引取り等に係

る報告書」を提出していない場合

●日時＝３月７日D・８日E・９日F午前９時～午後４時　●会場＝県十日町地域振興局１階

農
業
用
軽
油
に
係
る
免
税
証
交
付
申
請
な
ど
の
一
斉
受
付
を
行
い
ま
す

農
業
用
軽
油
に
係
る
免
税
証
交
付
申
請
な
ど
の
一
斉
受
付
を
行
い
ま
す

●問合せ＝県十日町地域振興局県税部課税課
（1７５７－５５１２）

修
学
資
金
貸
与
者
募
集

妻
有
福
祉
会
施
設
長
募
集

第
２
期
女
性
消
防
団
員
募
集

（社）

●問合せ　税務課管理収納係　1 7 5 7 － 3 1 1 1（内線181）

1月16日、「市役所税務課職員を名乗った男の人から市税の還付に関する不審な電話があった」、「市

税の還付があるので銀行名と口座番号、携帯電話番号を教えてほしいという電話があった」という市

民からの照会が、相次いで市にありました。その後の調査で、実際ＡＴＭ（現金自動預け払い機）で振り込まされ、

高額なお金をだまし取られた被害が発生し、警察に被害届が出されていることが判明しました。

市役所では、市税の還付は口座振替で行っていますので、このように電話でＡＴＭの操作を依頼すること

は絶対にありません。これは明らかに市税の還付を装った悪質、巧妙な「振り込め詐欺」という犯罪です。

これから所得税の還付申告の時期を迎えますが、還付という甘い言葉にだまされて被害にあわないよう、十分注

意してください。また、税の還付に関す

る不審な電話を受けたら、すぐに市役所

税務課に電話をして事実関係を確認して

ください。

なお、このような「振り込め詐欺」は

一時減少しましたが、最近はまた全国的

に拡大傾向にあるようです。今後も税の

還付に限らず、より巧妙で多様化した偽

装電話がかかってくることが考えられま

す。不審な電話があったら一人で悩まず、

家族や知人、または市役所、警察などに

電話をして相談してください。

現
金
自
動

預
け
払
い
機

電話によりATMを操作するよう誘導し、
現金を振り込ませる詐欺が発生しています！



市報とおかまち『だんだん』平成19年1月25日号19 市報とおかまち『だんだん』平成19年1月25日号 18

住
し
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
通

勤
可
能
な
人
●
雇
用
期
間
＝
４
月
１

日
〜
満
65
歳
の
年
度
末
ま
で
●
勤
務

場
所
＝
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
及
び
十
日
町
市
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
平
成
園
●
給
与
・
勤
務
＝

妻
有
福
祉
会
規
定
に
よ
る
●
選
考
方

法
＝
面
接
●
採
用
試
験
＝
３
月
４
日

a
※
合
格
発
表
は
３
月
上
旬
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
２
月
23
日
f
ま
で（
郵

送
の
場
合
23
日
の
消
印
有
効
）
に
、

申
込
書
を
〒
９
４
９
│
８
５
２
５
幸

町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
に
提
出

※
受
付
は
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
1
７
５
８
│

２
０
５
０
）

公
営
住
宅
へ
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
●
募
集
期
間
＝
１
月
29
日
b

〜
２
月
13
日
c
※
入
居
の
資
格
条
件

が
あ
り
ま
す
。●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

建
設
課
建
築
住
宅
係
（
内
線
２
５
１
）

児
童
手
当
（
特
例
給
付
及
び
小
学

校
修
了
前
特
例
給
付
を
含
む
）
は
、

小
学
校
修
了
前
児
童
を
養
育
し
、
所

得
が
一
定
額
を
超
え
な
い
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
10
月
〜
１
月
分
の
児
童

手
当
を
２
月
９
日
f
に
受
給
者
の
口

座
に
振
込
み
ま
す
。
●
児
童
手
当
の

月
額
＝
▼
１
人
目
・
２
人
目
‥
各

５
、
０
０
０
円
▼
３
人
目
以
降
‥
１

人
に
付
き
１
０
、
０
０
０
円
●
問
合

せ
＝
保
険
年
金
課
年
金
係
（
内
線
１

６
８
）
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

難
病
患
者
さ
ん
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
日
常
生
活
に

関
す
る
相
談
や
、
患
者
・
家
族
の
皆

さ
ん
の
交
流
活
動
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
す
。
難
病
相
談
支
援
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
●
開
設
日
＝
２
月
13

日
c
●
相
談
受
付
日
時
＝
毎
週
月
曜

日
〜
金
曜
日
（
第
３
月
曜
日
・
祝
日

を
除
く
）、
第
３
土
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
●
会
場
＝
　
国
立
病

院
機
構
（
西
新
潟
中
央
病
院
内
）
●

対
象
＝
難
病
患
者
さ
ん
及
び
家
族
●

相
談
電
話
＝
1
０
２
５
│
２
６
７
│

２
１
７
０
●
問
合
せ
＝
県
健
康
対
策

課
難
病
等
対
策
係
（
1
０
２
５
│
２

８
０
│
５
２
０
２
）

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

１
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
10

期
、
及
び
介
護
保
険
料
第
10
期
の
納

付
月
で
す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
保
険
年

金
課関

東
信
越
税
理
士
会
十
日
町
支
部

で
は
、
少
額
な
申
告
相
談
及
び
申
告

書
作
成
な
ど
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

必
ず
事
前
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
低

額
な
料
金
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
大
口
康
幸

（
1
７
６
５
│
２
５
４
２
）

認
定
農
業
者
及
び
一
定
の
要
件
を

満
た
す
集
落
営
農
組
織
の
皆
さ
ん

が
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
、

米
政
策
改
革
推
進
対
策
、
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
か
か
る

交
付
金
を
受
領
し
、
そ
の
一
定
額
を

経
営
発
展
の
た
め
の
準
備
金
と
し
て

積
み
立
て
た
場
合
に
、
そ
の
分
を
必

要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
３
月
15
日
e
ま
で
に

税
務
署
へ
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書

の
提
出
（
青
色
申
告
業
者
に
な
る
こ

と
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
人

は
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
●

問
合
せ
＝
十
日
町
市
農
業
元
気
セ
ン

タ
ー
（
内
線
２
８
０
）

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
11

日
a

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
５
日
b

・
13
日
c

・

19
日
b
・
26
日
b

●
情
報
館
＝
５
日
b

・
13
日
c

・

19
日
b
・
26
日
b
・
28
日
d

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
14
日
d
・
28

日
d

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

飲
用
井
戸
は
、
年
１
回
水
質
検
査

を
行
い
、
飲
用
に
適
し
て
い
る
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
県
外
で
井

戸
水
を
飲
用
し
て
い
る
家
庭
で
乳
児

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症
が
発
生
し
、
井
戸
水

か
ら
も
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
が
検
出
さ
れ

た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
乳
児
の
調

整
粉
乳
の
調
製
や
水
分
補
給
に
は
、

水
道
水
か
水
道
法
に
基
づ
く
水
質
基

準
に
適
合
し
た
飲
用
井
戸
の
水
を
一

度
沸
騰
さ
せ
、
50
℃
程
度
に
冷
ま
し

た
も
の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
●
問

合
せ
＝
十
日
町
保
健
所
（
1
７
５
７

│
２
７
０
７
）

サ
ン
ク
ロ
ス
隣
接
地
で
三
好
園
四

ツ
宮
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
工
事
期
間
中
（
５
月
末
ま
で
）

は
大
型
車
両
が
出
入
り
し
、
特
に
冬

期
間
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
人
は
で
き

る
だ
け
徒
歩
や
相
乗
り
で
お
願
い
し

ま
す
。
●
問
合
せ
＝
サ
ン
ク
ロ
ス

（
1
７
５
２
│
０
５
６
４
）

２
月
の
休
館
日

サ
ン
ク
ロ
ス
利
用
者
へ
お
願
い

飲
用
井
戸
は
衛
生
の
た
め

検
査
が
必
要
で
す

新
潟
県
難
病
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す

10
月
〜
１
月
分
の

児
童
手
当
を
振
込
み
ま
す

問合せ　生涯学習課（1７５７－８９１８）

市民の皆さんの様々な知識や技術・技能体験を活か

し、市民同志で学び合う機会を広く提供するために、

生涯学習人材バンク登録者を募集します。登録者から

は、市民の要請に応じ講演や実技指導などをお願いし

ます。

■登録できる人

◆生涯学習活動に関するさまざまな特技や技術・知

識などを有し、生涯学習に対して深い理解や熱意を

持って指導できる人（団体）

◆指導者の身分を利用して政治的活動や宗教活動及

び営利活動を行わない人（団体）

■登録分野

文化芸能活動・スポーツ活動・福祉活動・農業や

園芸活動・その他学習活動

■登録方法

◆旧市町村の人材バンクに登録していた人：別途郵

送する人材バンク登録申込書に記入の上申し込みく

ださい。

◆今回初めて登録を希望する人：各公民館に配置す

る登録申込書により申し込みください。（市のホーム

ページからも申込書をダウンロード可）

◆登録申込み：生涯学習課または各公民館に封書で

申し込みください。

◆申し込み期間：第１次・～２月28日d※期間後

も随時受付ます。

■登録情報の利用

人材情報がまとまり次第、市のホームページで公開

するとともに公民館等関係機関に冊子を備え付けま

す。

～市民みんなで学び合い　十日町市生涯学習人材バンク～

「学びあい」登録者を募集します

納
税
で
　
明
る
い
未
来
　
豊
か
な
社
会

１
月
の
納
税
・
納
付

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

家　賃（月） 募集戸数 備　考

１戸※

１戸

１戸

１戸

１戸

４戸

１戸

１戸

8,000円～13,200円

15,300円～25,300円

7,200円～12,000円

50,000円

50,000円

12,000円～35,400円

18,400円～30,400円

50,000円

S11号室

A-402号室

３号室

203号室

５号室

8、11、17、21号室

３号室

A-101号室

5帖1室、3帖1室、DK

6帖2室、4.5帖1室、DK

6帖1室、4.5帖1室、K

6帖3室、LDK

6帖3室、LDK

6帖1室、4.5帖2室、DK

8帖1室、6帖1室、LDK

8帖1室、6帖1室、LDK

昭和46年度建築 簡易耐火２階建

昭和55年度建築 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ４階建

昭和31年度建築 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ３階建

平成10年度建築 木造高床３階建

平成８年度建築 木造高床３階建

昭和51・52年度建築 簡易耐火３階建

平成６年度建築 木造高床３階建

平成14年度建築 木造高床３階建

間 取 り物　　　　　　件地域

黒沢市営住宅

八幡田市営住宅

新座県営住宅

みのり団地（特定公共賃貸住宅）

山野田東部団地（特定公共賃貸住宅）

善宗塚市営住宅

中通市営住宅

ハイツちとせ（定住促進住宅）

十日町

川西

松代

氏　　名 所 在 地 電話番号

２月６日c
水 落 信 市
大 口 康 幸
桑 原 公 夫

寿 町 ２
津 南 町
昭和町３

757－2548
765－2542
752－3122

２月７日d

高 橋 　 實
酒 井 栄 一
水 落 雅 史
高 橋 　 敦

美雪町３
西本町２
寿 町 ２
津 南 町

757－8750
757－8421
757－2548
765－2542

２月８日e

和 久 井 　 工
中 村 ヨ シ 子
田 口 　 泉
高 橋 昇 男

本 町 ６
昭和町３
千歳町３
美雪町３

752－2073
752－3122
757－3151
757－8750

期　日

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で12月の３歳児健診を受けた子28人

むし歯のないよい歯の子

（稲荷町3南）

（下川原町）

（新座1）

（桜木町）

（寿町2・3）

（錦町2）

（北鐙坂3）

（高島1）

（赤谷）

（芋川）

（倉俣）

（松代）

勝一郎

武史

淳

宏樹

幸夫

一夫

一成

司

裕也

正人

道雄

功

野 邉 千
ち

夏
なつ

櫻 井 　 咲
さき

岡 村 風
ふう

汰
た

岡 村 真
ま

琳
りん

a 橋 良
りょう

介
すけ

増 田 小
こ

夏
なつ

吉 澤 　 玲
れい

a 橋 乃
の

愛
あ

a 橋 草
そう

太
た

竹 藤 　 佑
ゆう

島 田 蓮
れん

大
た

小 島 七
なな

海
み

※保護者の承諾を得て掲載しています。

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
な
ど
の
加
入
者
を
対
象

と
す
る
税
の
特
例

※
条
件
に
よ
り
単
身
入
居
可

健康増進法に基づく健康づくり計画

について試案がまとまりましたので、

パブリックコメントを募集します。ご

意見は、郵便・ファクシミリ・電子メ

ールでお寄せください。試案は①本庁

行政資料コーナー②各支所健康福祉課

③中央公民館・地区公民館④市のホー

ムページでご覧ください。

パブリックコメントを
募集します

健康とおかまち21

◆期間：平成19年２月１日e

～２月15日e（必着）

◆送付先：〒948-8501
千歳町３丁目３番地
健康支援課地域医療係
FAX 025-752-4635 メール th-
kenko@city.tokamachi.niigata.jp

◆問合せ 健康支援課地域医療係
（内線127）

ミオンなかさと経営健全化

の一環として、プールの営業

を冬期間休業します。

●休業期間＝２月１日e

～４月下旬

●問 合 せ＝ミオンなかさと

（1763－4811）

「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」

プ
ー
ル
冬
期
休
業
の

お
知
ら
せ

（独）
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石川医院 津南町 766-2061

大熊内科医院 山本町1 752-7066

山口医院 袋町中 752-2174

上村病院 田中 763-2111

池田医院 本町西1 752-2581

山口医院 下条中央通り 755-2003

中条病院 北原 757-3018

●心配ごと相談
会場：社会福祉協議会（本所・支所）

※本所は本町分庁舎３階に移転しました。

時間：午後１時30分～４時

▽十日町本所　毎週木曜日

▽松代支所　 ２日F ▽松之山支所　13日C

▽中里支所　　16日F ▽川西支所　　27日C

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日午前９時～午後５時

※12日Bは休み

会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～午後３時

会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
【川西地区】27日C午後１時30分～４時

会場：はあとふる川西

【中里地区】随時受付：行政相談員上原宅

1 7 6 3 - 2 6 1 7

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

毎週木曜日　午後１時30分～４時

会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
８日E・22日E

午前10時～正午、午後１時～３時

会場：クロス10

2007年2月 February 2007年2月 February 

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

5日B・19日B 十日町保健センター

吉田就業改善センター

山谷集会所

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治公民館

羽根川荘

水沢公民館

平成園

千手中央コミュニティセンター

中里総合センター

松代保育園

中条公民館

北原集落センター

下条公民館

上新田自治会館

松之山支所

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時～午後4時30分

午前9時～11時

午前9時～11時

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前8時30分～午後5時

※健康手帳のある人は持参してください。

問合せ 社会福祉協議会1750-5010

13日C

８日E

16日F

26日B

20日C

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

3歳6か月児
健　診

1歳6か月児
健　診

28日D 午後1時
～1時30分

18年10月
生まれの
乳　児

21日D 午後1時
～2時30分

18年4月
生まれの
乳　児

４か月児
健　診

14日D 午後1時
～1時30分

17年8月
生まれの
幼　児

2歳6か月児
身体測定

21日D
16年8月
生まれの
幼　児

10か月児
健　診

15日E 午後1時
～1時30分

15年8月
生まれの
幼　児

午前9時
～9時30分

●乳幼児健診 ●離乳食教室

●ちびっこひろば

◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる本
庁または各支所へ連絡してください。

◎３歳６か月児健診前に検査セットを送りますので、届
かない人は本庁へ連絡してください。

◎会　場…十日町保健センター（十日町市役所となり）

◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
着替えやおむつなど必要なもの

親子のふれあいの場を提供します。

●日　時　6日C・13日C・20日C・27日C(ひなまつり）

午前10時～11時

●対　象　３歳未満児とその保護者

●会　場　サンクロス

●申込み・問合せ　中央公民館　1757-5011

22日E

23日F

ンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防についてンザの予防について●インフルエ
１月に入り、市内でもインフルエンザＡ型が発生してい

ます。感染予防のため、以下のことを心がけましょう。

◆外出時は、マスクをしたり、人混みはできるだけ避ける

ようにしましょう。

◆帰宅時は、うがいと手洗いをしましょう。

◆室内では加湿器などを使い、空気の乾燥を防ぎましょう。

◆普段から睡眠を十分にとり、バランスのよい食事をしま

しょう。

◆急な発熱、悪寒、関節痛等が特徴的な症状です。疑わし

い症状がでたら早めに受診しましょう。

医療機関名期 日 住　所 電話番号

４日A

11日_

12日B

●休日救急医

25日A

18日A

なかよしランド

読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●日　時　８日E 午前10時～11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

おはなしたまてばこ

読み聞かせ、パネルシアターなどを行います。

●日　時　24日G 午後１時30分～２時30分

●対　象　幼児・小学生

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

どんぐりおはなしのへや

●心の健康相談

●全血献血
対象児と内容 開　催　日

２か月～４か月児

離乳食準備～前期

会　　場　十日町保健センター

（市役所本庁となり）

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場にお越しください

対象地域　全地域

持 ち 物　母子健康手帳

６日C

対象児と内容 開　催　日

６か月～９か月児

離乳食中期～後期

会　　場　千手中央コミュニティセンター

受付時間　午前９時45分～午前10時

直接会場にお越しください

対象地域　川西・松代・松之山

持 ち 物　母子健康手帳

20日C

２月の献血はありません

●問合せ

健康支援課地域医療係

（内線128）

不眠、不安、意欲の低下などでお悩みのことはありま

せんか。本人でも家族でも相談できます。

●日　時　14日D 午後２時～４時

●会　場　十日町保健センター

●医　師　須賀医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ

健康支援課成人保健係（内線126）または、

十日町地域振興局健康福祉部地域保健課

1757-2400

▼
1
月
中
旬
な
の
に
外
は
雨
…
こ
の
時
期
に

し
て
は
ま
れ
に
見
る
少
雪
で
す
。
十
日
町
試

験
地
の
積
雪
深
は
、
1
月
19
日
現
在
52
㎝
。

過
去
20
年
の
記
録
の
中
で
は
、
昭
和
63
年
〜

平
成
元
年
が
最
も
少
雪
で
、
最
高
積
雪
深
81

㎝
、
降
雪
深
累
計
４
８
１
㎝
で
し
た
か
ら
、

ひ
ょ
っ
と
し
て
そ
れ
以
上
に
少
雪
に
な
る
か

も
？
？
ち
な
み
に
豪
雪
だ
っ
た
去
年
は
最
高

積
雪
深
３
１
３
㎝
、
降
雪
深
累
計
は
な
ん
と

１
６
５
６
㎝
で
す
。
最
高
積
雪
深
を
記
録
す

る
の
は
大
体
２
月
上
旬
こ
ろ
、
と
い
う
こ
と

は
…
ゆ
き
ま
つ
り
の
開
催
が
気
に
な
り
ま
す
。

※
昭
和
５
年
か
ら
の
積
雪
深
図
は
市
勢
要
覧

１
２
４
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
中
学
生
対
象
の
定
番
記
事
「
ｏ
ｈ
！
ｍ
ｙ

ク
ラ
ス
」、
今
回
は
下
条
中
学
校
で
す
。
月
１

回
の
取
材
で
す
が
、
青
春
真
っ
只
中
の
生
徒

た
ち
か
ら
、
毎
回
元
気

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
帰

っ
て
き
ま
す
。
は
る
か

遠
い
昔
の
中
学
校
時
代

を
思
い
出
し
な
が
ら
…
。

▼
毎
年
こ
の
時
期
の
コ
ラ
ム
に
は
、
小
正
月

（
１
月
15
日
）が
国
民
の
祝
日
で
な
く
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
太
古
の
昔
、
日
本
人
は
満
月
の
日
を
１
日

と
す
る
暦
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
と

き
に
祭
り
な
ど
の
楽
し
い
催
し
を
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
６
世
紀
に
、
朝
廷
は
新
月

（
闇
夜
）を
１
日
と
す
る
大
陸
か
ら
伝
え
ら
れ

た
太
陰
暦
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

庶
民
は
小
正
月
な
ど
の
楽
し
い
催
し
は
満
月

の
15
日
に
そ
の
ま
ま
行
っ
て
き
ま
し
た
（
Ｐ

２
・
３
）。

▼
元
服
の
儀
式
が
小
正
月
に
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
旧
成
人
の
日
」
は

生
ま
れ
ま
し
た
。
１
月
15
日
に
は
歴
史
の
重

み
と
特
別
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
関
係
な
く
１
月
第
２
月
曜
日
と
定
め

ら
れ
た
「
新
成
人
の

日
」が
、15
日
に
当
た

る
こ
と
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。

（わ） （優）
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